
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（解説） 

  どうして人は不祥事を起こすのでしょうか。 

  社会学者のマルセル・モースは、人を理解するには、生理学・心理学・社会学的な観点

が重要だと指摘しました。人は生き物であり、心を持っており、社会の一員だからです。 

  不祥事は、たった一つの原因で起きるものではありません。不祥事を起こした人の行動

の背景には、様々な要因が複合的に影響を与えています。 

  「不祥事を起こすのはその人の倫理観の問題」で思考停止をせず、不祥事を起こした人

の行動に影響を与えたかもしれない要因やその背景について考えれば、同様の不祥事を起

こさないためのヒントになるはずです。 

  また、その不祥事を起こした人の行動や発言を知り、自分自身を振り返れば、「自分もま

た不祥事の当事者になってしまうかもしれない」と意識を高めることができます。 

   

 

 

 

  

どうして人は、不祥事を起こすのか 

「不祥事を起こすのはその人の倫理観が足りないからだ」と片づけていませんか。 

不祥事を起こした人の一連の行動について、そのような行動をとるに至った背景や要因に

着目すれば、不祥事を防止するためのヒントが見えてくるかもしれません。 

どうして不祥事は起きるのかな。不祥事を起こすために公務員に

なった人はいないはずなのに…。 

そうだね。不祥事を起こした人の心理やその背景を知ると、不祥

事防止のヒントが得られるかもしれないね。 

これを見て。この資料（次頁）に不祥事を起こした人の「事後の

発言」が載っているよ。仕事のミスでも使いがちな言い訳だね。 

こんな言い訳、自分もよく言っているなあ…。 

 □ 次頁資料「当事者の事後の発言」欄の中で、自分もよく使う発言はありますか 

 □ 同僚の不適切な行為を見て見ぬふりをする時に使う言い訳はどのようなものですか 

 誇りを胸に 

考えてみよう 
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◆ 岡山県教育委員会資料「新たな視点による不祥事の分類」 
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※岡山県教育委員会に御提供いただきました 



◆ 事故者や周囲の人間の発言例  

 

   （注）実際の発言を拾ったものではありません 

 （事故者の発言例）           

   ・「これは悪いことではない」「疑問にも思わない」 

   ・「ルールは破っていない」「法律に禁止と書いてあるのか」 

   ・「これまでも同じようにしてきた」「周りの人間も同じことをしている」 

   ・「これぐらいならいいだろう」「誰も傷つけないだろう」 

   ・「自分ならこれくらいは許されるだろう」「自分は失敗しない」 

   ・「自分は悪くない」「相手も望んでいる」「相手にも非がある」 

   ・「これは必要悪だ」「多少のことはやむを得ない」 

   ・「忙しいから…仕方ない」「苦しいから…仕方ない」 

   ・「バレないだろう」「露見することはないだろう」 

   ・「我慢できない」「ダメだと思ったが…」 

   ・「むしろ良かれと思って」「児童生徒のために」「組織・上司・同僚のために」 

   ・「これを禁止するのは非効率だ」「面倒くさい」 

   ・「何も覚えていない」「頭が真っ白になった」「無意識だった」 

   ・「カッとなった」「許せない」「腹立たしい」 

   ・「チャンスだ」「今しかない」 

   ・「どうなっても構わない」「なにもかも無茶苦茶になれ」 

   

  （周囲の発言例） 

   ・「何も悪いことではない」「疑問にも思わない」 

   ・「大したことではない」「よくあることだ」「騒ぎになる話ではない」 

   ・「これは必要悪だ」「多少のことはやむを得ない」 

   ・「勘違いかもしれない」「不適切とは断定できないのでは」 

   ・「自分には関係がない」「あの人の勝手だ」 

   ・「関わるのは面倒だ」「トラブルはごめんだ」「騒ぎになったら大変だ」 

   ・「逆恨みが怖い」「忙しいから関わる暇はない」 

   ・「どうしたらよいか分からない」「自分には解決できない」 
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不祥事を起こしたのはストレスが原因？ 
 
 不祥事を起こした教職員に事情を聞くと、「ストレスが溜まっていてむしゃくしゃしてやってしま
った」と弁明することが多々あります。しかし、ストレスがなければ本当にやらなかったかどうかは
実は定かではありません。 
 とっている行動は同じでも、どうしてその行動をとってしまうのかは、人によって異なります 
 例えば、体罰の場合。仕事のストレスが溜まっていたから、子供の態度にイラっとしたから、その
ような理由で体罰をしてしまう教員もいれば、子供の将来のために何とか態度を改めてあげたかった、
という理由で体罰をしてしまう教員もいます。 
 そして、理由が違えば、その行動を止める方法も違ってきます。 
 前者であれば、そのモヤモヤした気持ちを、上手に解消する方法を探ります。いわゆる「ストレス
解消」です。なお、気晴らしだけがストレス解消法ではありません。「今の状況を別な面から見直して
良い面を探す」「一旦あきらめる」など、物事の捉え方を変えるのも、有用なストレス解消法です。
色々な引き出しを持っておく（対処レパートリーを増やす）ことが大切です。 
 後者であれば、管理職や同僚が「体罰をしてはいけない」と指導するだけでは、「じゃあ、乱暴な子
供をどうやって指導したらいいの？」「体を張ってやっているのはこっちだよ」となってしまいます。
その者にとってどういう結果が理想だったのか、その理想を実現する方法は別になかったのか、具体
的に聞き取りながら、より適切な指導方法を前向きに考えていくことが必要です。 
 
 

 

過度な飲酒に起因する不祥事 
 
 飲みすぎは、普段真面目に仕事に取り組んでいる者でも容易に道を踏み誤らせる危険があることか
ら、注意を払うべき問題です。 
 実際、過度な飲酒で正常な判断力を失い、痴漢、窃盗、飲酒運転などの不祥事を起こしてしまう事
案が後を絶ちません。 
 適度な飲酒はストレス解消に効果的ですが、過剰にアルコールを摂取すれば、正常な判断力に悪影
響を及ぼす恐れがあります。県教育委員会では研修資料として「お酒との上手なつき合い方」を配布
しています。この資料も参考に、自分の飲酒習慣を考えてみるのも有意義です。 
 
                                 埼玉県教育委員会作成資料 
                      「お酒との上手なつきあい方」 
  
                     ※本テキスト P１０１に掲載。 

県ホームページ「不祥事根絶ポータルサイト」 
でもダウンロードできます 
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